
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価
成果と課題

　　アンケートはA・Bを合わせて良い、
　　　C・Dを合わせて良くないとして集計しています

改善策 学校関係者の評価

・授業のめあてを意識し、ふりかえ
りなどで理解を確認しながら授業を
進める。

・児童アンケートにおいて「授業はわかり
やすく楽しい」との回答が90％以上

各先生方が日々工夫をして授業をされているので、回答
の割合が高くなっている。

・引き続き、研修や新しい情報などを
お互いに交換し合いながら、授業の工
夫に努める。

・宿題や課題を最後までやらせるよ
うに支援をする。
・家庭学習の習慣（目標時間）をつ
けるため、内容を各学年で精査す
る。
・家庭学習の内容に自主学習を入
れる。

・児童アンケート①「家で低学年は15～30
分、中学年は45～60分、高学年は75～
90分以上学習している」で７０％以上、②
「宿題や課題をきちんとやりきっている」で
90％以上
・職員アンケート「時間に見合う課題を与
えている」の回答が90％以上

達成目標７０％には届いていないが、前年度よりも数値
が上がっているのは、自主学習ノートの取り組みの成果
だと考える。次年度も引き続き取り組みを続け、定着して
いけるようにしていきたい。
教職員アンケートの数値が下がっている。”学年に見合う
課題を与えている”という文言が、宿題だけの時間に感じ
るという意見があった。

教職員アンケートについて
・家庭学習＝宿題＋塾の課題、自主
学習、読書などを含めることを全体で
共通理解する（年度初めにも）。
・”見合う課題を与えている”の文言を
変えて年度初めに提案する。

・学級文庫の充実させる。電子図
書も活用する。
・学年だよりや図書だより等、掲示
や配布物で呼びかける。
・図書委員による図書イベントの企
画をする。
・朝読書の実施（15分×３回）

・児童アンケート「家や学校（図書・朝学習
など）で読書をしている」の回答が８５％
以上
・保護者アンケート「子どもは家庭で読書
をしている」の回答が50％以上

・児童アンケート結果79％、保護者アンケート結果34％で
ある。
校内では、朝読書の際に、タブレットを活用した読書をし
ている姿が多く見られる。しかし、家庭で読書をする機会
が減っている現状がある。家庭での読書を推進するよう
な取り組みを考えていく必要がある。

・タブレットを活用した読書も含め、学
年だよりや図書だより等、掲示や配布
物で呼びかける。
・継続して図書ボランティアや図書イベ
ントの企画を実施する。

・家庭・地域と連携をして『町の先
生』を活用する。
・地域、保護者と連携した土曜寺子
屋を実施する。

・地域、企業などの人材を活用する。
・土曜寺子屋を実施し、学習習慣の定着
を図る。

地域の協力を得ながら、年間7回の土曜寺子屋教室を実
施することができた。しかし、参加者数が年々減少すると
ともに、サポートしていただけるボランティアの数も減少し
ている。

土曜寺子屋教室の様子をＨＰで発信
し、子ども達に魅力を伝える取組を進
めるとともに、ボランティア募集のチラ
シを作成し、希望者を募る。

・スクールタクトの新機能の紹介や
授業におけるアプリの紹介を行
い、ICT機器の推進を進める。
・情報モラルの授業を各学年で実
施する。

・職員を対象としたタブレットを使った研修
を実施する。

・各学期に１回情報モラルの授業を実施
する。

・ICTに関する研修を実施できた。

・各学年で情報モラルに関する授業を実施できた。

・ICT機器の推進を進めていく。

・情報活用能力の育成に向けた年間
指導計画を作成する。

・外国語活動や英語教育を充実を
目指す。

・活動を中心とした外国語活動を実施し
て、児童に興味・関心を持たせる。
・児童アンケート「英語の授業を通して、
日本との違いに気付くことができた。」の
回答が９０％以上

・活動を中心とした外国語活動により、子どもたちの興
味・関心を引き出す事が出来た。また、学期末に行った
スピーチでは、人前で英語を話すことで自信に繋がって
いた。
・児童アンケートの結果が91.1%であり、英語の授業を通
して外国に興味・関心を高めることが出来た。

・引き続き活動中心の授業を展開し、
子どもたちの興味・関心を高められる
ようにする。

・各教科で効果的にICT、タブレット
を活用する。

・職員アンケート「ICT機器やタブレットを
活用してわかる授業を実施し、学習に対
する興味・関心を喚起する」90％以上

・職員アンケートの結果が86％であった。
・研修が年度後半での実施となったため、実践へ反映し
にくかった。

・職員の授業でのICT機器の活用を呼
びかける。

・児童を理解し、指導の徹底を図
る。

・生活指導、人権、特別支援の研修会を
実施する。
・職員アンケート「児童を理解し、指導の
徹底を図る」８５％以上

・児童理解を深めるために、研修を実施できた。職員アン
ケートの「児童を理解し、指導の徹底を図る」は、93％で
あった。

・引き続き、研修や児童理解を深める
ために、指導の徹底を図っていく。

・自分からあいさつができるよう、
日々の生活の中で指導を進める。
委員会のあいさつ運動でも啓発し
ていく。

・児童アンケート「じぶんから すすんであ
いさつをしている」８０％以上

・児童アンケート「じぶんから　すすんであいさつをしてい
る」が86％であった。自分たちで進んであいさつができる
児童が増えている。

・継続して、あいさつができるよう、
日々の生活の中での指導や、委員会
活動で、啓発していく。

・道徳や日々の授業・学級指導の
の中で、自分を大切にすることや、
他の人への思いやりについて考え
させる。

・児童アンケートにおいて、「自分を大切
にすることや、他の人への思いやりにつ
いて学んでいる」の回答が90％以上

・児童アンケート結果が90％であり、日々の授業や生活
の中で、丁寧に指導を進めることができている。

・継続して、日々の授業や学校生活に
おいて、自分を大切にすることや、他
の人への思いやりについて考える機
会を持てるよう指導していく。

・いじめアンケート調査を年３回実
施する。
・学級力アンケートを実施し、日々
の授業を楽しく、学級が安心基地と
なるような学級経営を進めていく。

・児童アンケートにおいて「学校へ行くの
が楽しい」との回答が80％以上

・児童アンケート結果が、80.4％であり、日々の授業を楽
しく、学級が安心基地となるような学級経営を進めること
ができている。

・継続して、日々の授業を楽しく、学級
が安心基地となるような学級経営の取
り組みを進めていく。

・不登校児童の情報を全職員で共
有する。
・別室登校の支援体制を整備して
いく。

・不登校対策委員会やケース会議を必要
に応じて実施する。
・毎月の生徒指導部会で情報交換をし職
員で共有する。

・不登校児童の情報が共有できているは、89％であっ
た。しかし、ケース会議の実施について、もう少し情報を
共有したいとの意見もあった。別室登校している児童も、
教室へ戻れる児童もおり、一定の成果がでている。

・ケース会議を開く場合は、結果の報
告だけではなく、事前に職員に知らせ
る。具体的には、児童名をイニシャル
にして、掲示板を活用する。

・家庭で、ゲームやスマホ等の使用
のルール作りをする。

・年度初めや、長期休み前にはゲームや
スマホなどSNSの使い方のルールを家庭
に啓発する。
・情報モラル教育を、学期に１回各学年で
設定する。

・日々の指導や、保護者への啓発などを発達段階に応じ
て指導できた。

・情報モラル教育は、各学年で設定し指導できた。

・今後も児童・保護者へ啓発を続けて
いく。

・運動プログラムについて、周知徹
底を行い、内容を見直していく。
・学校全体で長縄に取り組み、体
力の向上を目指す。
・業間遊びを計画的に取り入れる。

・教職員アンケートにおいて「学年に応じ
た運動プログラムを実施している」との回
答が85％以上になる。
・委員会活動を中心とした、業間活動を年
に1回以上行う。

今年度の教職員アンケートで「学年に応じた運動プログ
ラムを実施している」との回答が約93％であった。昨年に
比べて、周知徹底することができた。スポーツテストの結
果も昨年に比べ上がっていることもあり引き続き来年度
も取り組んでいく。
屋内・屋外委員会を中心に、業間休みの運動遊びを計
画・実施することができた。内容については、今年度の反
省を踏まえ、改善していく。

引き続き運動プログラムなど体力向上
に取り組む。学校全体を通して委員会
で体力向上につながる企画を考える。
また、学級でもなるべく外遊びをうなが
す声掛けを行っていく。

・健康な生活習慣について、保健
だよりや通信や児童保健委員会活
動を通して知らせる。

・児童が自分の生活をふり返り、望ましい
生活習慣について考えることができる。

毎月ほけんだよりを発行し、望ましい生活習慣や健康に関する
情報を周知することができた。委員会でのポスター作りや、保健
室での常時活動（来室児童の記録等）を通じて望ましい生活習
慣等について考えることができた。

児童の実態に合わせほけんだよりを
作成する。

・食育を給食の時間や授業におい
て推進する。一口メモを掲示、活用
することにより、児童が食に関する
様々な情報に触れる機会を増や
し、関心を高める。
・朝ご飯の大切さについて、学級指
導を進めていく。
・低学年への給食指導を実施す
る。
・給食委員会で考えた目標に沿っ
て、活動する。（給食前の献立放
送、掲示物の工夫）

・児童アンケートの「毎日、朝ごはんを食
べている」の回答が95％以上になる。
・保護者アンケート「食習慣を身につけさ
せている」95％
・栄養教諭による給食指導を行う。

・児童アンケート結果が９０．３％、保護者アンケート結果
９４．６％であった。9割を超えてはいるものの、昨年度よ
りも少し下がっている。今後、さらに日々の給食で、食へ
の興味関心を広げさせることが必要。
・栄養教諭による食の指導を、2年生児童を対象に毎学
期行った。昨年度は、1クラス20分ずつだったが、今年度
は45分間授業で、内容を深めていった。
・企業や関係機関と協力して、出前授業など食に関する
指導を行うことができた。

・一口メモを掲示、活用することによ
り、児童が食に関する様々な情報に触
れる機会を増やし、関心を高める。
・伊丹市産の野菜を使ったメニューが
でるときや、行事食の日など、放送委
員会に献立を紹介してもらい、関心を
高めていく。

・キャリアパスポートを実施する。
・各学年、年に１回以上出前授業
に取り組む。
・各教科や日常生活で、児童に自
分自身についての理解を深めさせ
る。

・年に２回キャリアパスポートの記入を実
施する。
・職員アンケート「各学年、年に１回以上
出前授業に取り組んでいる」８０％以上

・年に２回キャリアパスポートの記入を実施できた。
・全学年で、年に１回以上出前授業に取り組むことができ
た。（職員アンケートで「各学年、年に１回以上出前授業
に取り組んでいる」の回答率９６％）
・全学年で自学ノートに取り組み、児童が自己理解を深
める手立てとすることができた。

・来年度もキャリアパスポートや出前
授業と合わせて、各教科や日常生活
において保護者と連携しながらキャリ
ア発達の実態を把握し、児童が自己
理解を深める手立てとする。

・SC・SSWを活用して支援体制を整
える。
・関係機関と密に連絡を取り相談
する。

・支援を必要とする児童の把握と関係機
関への支援体制を整える。
・ケース会議や校内委員会を必用に応じ
て実施。

・SC・SSWと連携して対応することができた。また、こども
福祉課や、川西こどもセンターや、阪神北サポートセン
ター等とも連携をとることができた。

・引き続き、丁寧に対応していく。

・個別の支援計画の作成やコンサ
ル等による助言を頂きながら、合
理的配慮の実践に取り組む。

・職員アンケート「授業等において、支援
が必要な児童に配慮した支援が実践でき
ている」８０％以上

アンケートでは93％が「実践できている」と答えていた。
支援が必要な児童への配慮はどのクラスも実践できてい
る。しかし、今後は支援が必要な児童に限らず、誰もが
学習しやすい環境づくりが必要になる。

・必要に応じてケース会議をもち適
切な対応や支援をする。

・校内研修を年に２回以上行う。 支援学級の児童に関する研修会が２回、夏に疑似体験
研修会、池カフェにて金丸指導主事による個別の指導計
画等に関する研修会を実施。

・校内研修として、授業研究を行
う。
・他の先生の授業を見に行く機会
を増やすなど、授業力向上に努め
る。

・学年ごとに年間１本授業を公開する。
・児童アンケートにおいて「先生は、教え
方にいろいろと工夫している」との回答が
９０％以上

今年度研究発表会もあり、研究テーマの達成に向けて全
員が指導方法の工夫を意識しながら取り組むことができ
た。児童アンケートにおいて、約９５％の児童があてはま
ると回答があった。課題としては、残りの５％の児童に対
しての対応を考えていかなくてはいけない。

・他校の研究会に一人一回以上参
加できる体制を整える。

・職員アンケート「他校の研究会に一人一
回以上参加する」100％

校内だけでなく、校外の研究会等に全員が参加し、研鑽
を深めた。

・学校だよりを発行し、地域にも配
布する。
・ホームページにより学校の情報を
積極的に発信する。

・学校だよりを月１回以上発行、HPを可能
な限り日々更新する。
・保護者アンケートの「学校は、学校・学
年だよりやホームページなどを通して学
校情報を発信している」の回答９０％以上

保護者アンケートの「学校は、学校・学年だよりやホーム
ページなどを通して学校情報を発信している」について、
肯定的評価が98.1％と目標を上回った。

今後も学校教育活動について、個人
情報にも配慮しながら可能な限り発信
していく。

・学校運営協議会と連携し、教育活
動を進める。

・学校運営協議会委員と職員との交流の
場を設け、課題解決に務める。

年間4回の学校運営協議会を開催するとともに、情報交
換等をもとにした各種ボランティア活動を活発に行ってい
ただいた。

・地域と合同でパトロールを実施。 ・夏の地域一斉パトロールへの参加 ・職員が地域一斉パトロールに参加し、危険な場所につ
いて共通理解することができた。

・参観日、懇談、オープンスクール
の実施。

・保護者アンケートにおいて「学校は、保
護者の願いに応えている。」との回答が
90％以上

授業参観を3回、オープンスクールを1回、学級懇談会を
2回行った。また、保護者アンケート「学校は、保護者の
願いに応えている。」について、98.7%の肯定的評価をい
ただいた。

学校の様子を直接見ていただくこと場
をしっかりと設定し、教育活動につい
て理解と協力をいただくとともに、保護
者の願いをしっかりと受け止めていく。

・火災、水害、地震の避難訓練と不
審者対応の訓練を行う。

・学級指導、全校訓練を実施する ・計画的に訓練を実施し、反省を共有して次に繋げていく
ことができた。

・継続して防災教育に力をいれて、計画的に訓
練を実施いていく。
・教室からの引き渡し訓練を行う。
・夏期研修で不審者対応訓練に取り組む。
・トランシーバーの活用していく。・安全点検を行い、校内の危険場

所の把握と整備を行う。
・保護者アンケートの「学校は、学習の場
として子どもが活動しやすい環境が整っ
ている」の結果が90％以上

・保護者アンケート結果は98.7％で、毎月の安全点検も
定期的に行うことができた。

・今後も定期点検を継続し、安全な環
境を維持していく。

・警察、自転車教室、CAP等学年
の系統性を持って安全指導をす
る。

・１年、３年、４年生で実施する。 ・計画的に実施された。 ・学年に応じたプログラムを継続してい
く。

・業務改善を進める。 ・定期的に集約し、解決策を提示してい
く。

・出てきた意見や気づいたことは進めることができたが、
より多くの意見を集約するには課題がある。

・毎月の職員会議の後に、学年毎に改
善して欲しいことを集約する。

・教え方を色々とくふうしていることがよくわ
かった。
・現在の目標は達成しているので、次の目
標設定が必要ではないか。
・先生方にはいつもお世話になり、ありがと
うございます。お忙しいとは思いますが、楽
しく学べる授業をよろしくお願いいたしま
す。
・授業研究を通した授業改善の取組は大変
評価できる。引き続きこの取組を進めてい
ただきたい。

・保護者の満足感が高く、日々の頑張
りが伝わってきた。
・学校ボランティア活動との連携を含
めて、子ども達の教育への支援要請
を呼びかける必要性を感じる。
・各ボランティア団体の皆様にはご協
力いただきありがとうございます。引き
続きＰＲを続けてお手伝いいただける
方を増やしていきたい。
・学校を支える組織体制は充実してい
る。この状況を継続できるようお願いし
たい。
・今年度から松崎中教頭もＣＳの委員
となった。小中連携の充実に取り組み
たい。
・学校は災害時の避難場所としての機
能があることから、地域全体との調整
を行う必要を感じる。
・命の大切さ、防災は引き続き教育、
訓練をよろしくお願いしたい。
・働き方改革の実践は、教職員の意識
改革が必要である。今までの常識にと
らわれず、取組を進めていただきた
い。
・安全、安心な教育環境の充実が大
切だ。
・放課後、自転車でヘルメットをかぶっ
ていない児童がほとんどなので、声か
けをしていただいた方がいいと思いま
す。

・わかる授業づくりのために工夫して
いることがよくわかる。
・参観日にタブレットを使って班の意見
をまとめて資料を作り、みんなの前で
プレゼンする姿を見てすごいなと思っ
た。タブレットを活用した自主学習でい
ろいろなことに興味をもち、調べること
はよいと思う。
・教員研修の時期を見直し、より魅力
的なＩＣＴを活用した授業を目指してい
ただきたい。
・英語も小中連携をよろしくお願いいた
します。

・自分を大切にすることや、挨拶にに
ついて丁寧に指導していることがわ
かった。幼小で連携して進めたい。
・成果と課題の指標については、児童
アンケートに加え、子ども達からの個
別の声による成果も取り入れると良い
のではないかと思う。
・自分から進んであいさつができるの
は大切だと思うので、大人からも積極
的に挨拶をすることが大切である。
・家庭でのスマホ、ゲーム、ＳＮＳとの
付き合い方はきちんとルールを決めて
保護者も気をつけていかなければなら
ない。
・係活動など、学級でも子ども達主体
の取組があり、いいことだと思う。
・引き続き、問題行動や不登校児童の
対応について、早期対応及び情報共
有をしっかりと行っていただきたい。
・学校へ行くのが楽しいと回答してい
ない2割の児童を「楽しい」と回答でき
るような工夫をお願いしたい。
・別室登校からの教室復帰ができてい
るため、これまで以上に別室の活用を
していただければありがたい。

・体力向上についての取組が成果をあ
げていることがわかった。
・食生活と睡眠の重要性について保護
者への啓発が必要と思う。ＰＴＡも含め
て展開することが必要であると考え
る。
・体を動かす遊びが少なくなっている
現代、外遊びは大事だと思う。
・児童の健康に関して、食育は大切で
あり、引き続き食習慣に関する回答の
割合が維持できるようご指導いただき
たい。

・子ども一人ひとりへのケアが行き届いてい
ると思った。
・教育相談、支援体制について重点目標及
び達成目標について見直しが必要ではな
いか。
・キャリアパスポートを記入することで、自
分を見直すことができてよいと思う。
・中、高にもつながるキャリアパスポートの
取組をさらに充実させていただきたい。
・キャリアパスポートを活用し、小中連携を
よろしくお願いします。

・一人ひとりを幼稚園から大切にして
いきたいと思う。
・支援が必要な児童が少しでも過ごし
やすい環境が整うことを願う。
・多様な児童が在籍されていると思う
が、支援が必要な児童の情報共有を
密にしていただきたい。

学校関係者評価総括
・どの項目もＡかＢで目標を達成できたことはよかったと思う。「確かな学力の向上」については、学校だけではなく、家庭や地域の力が必要だと思うので、より連携をとり、子ども達の学力向上に向けて力
になりたいと思う。
・各取組において、概ね高い評価を得ており、引き続き教育活動を展開していただきたい。

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携
④情報活用能力の
育成
⑤英語教育の充実
⑥デジタル化の促進

職員との情報交換も行いながら、学校
の課題を共有し、課題解決に向けて
取り組んでいく。また、地域と連携した
パトロールを実施し、地域の実態把握
に努めていく。

誰もが実践しやすいUDのアイデアを
発信していき、一人も取りこぼさない
環境づくりに取り組んでいく。

A

B

A
・児童の課題をもとに来年度より新し
い研究テーマを設定し、課題に対して
全職員で取り組んでいく。
・学力向上担当やICT担当と協力しな
がら、よりわかりやすい授業作りに努
めていく。A

特別支援教育の推進

・特別支援教育の充実

教職員の資質向上

・研修等の充実

学校を支える組織体制の整
備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の充
実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

・授業力の向上と授
業改善をめざして校
内研修会を実施す
る。

・積極的に学校情報
を発信する。

・学校運営協議会の
活動を充実させる。

・基礎基本を習得するためにも家庭学
習推進を継続することが必要。
・重点項目を達成するための具体的
施策と成果と課題について同意する。
・家庭での読書はなかなか取り組めて
いない。
・土曜寺子屋教室について、習い事や
家の用事で出かける家庭があるのも
確かである。続けるためにはＰＲとボラ
ンティアさんのご協力が必要である。
・日頃の先生方の創意工夫ある授業
により、「授業はわかりやすく楽しい」と
いう回答の割合が高くなっていること
は評価できる。
・詳細に分析されているが、教師との
相性、児童間の相性もあるので一概
に言えない。
・自主学習ノートの取組の成果があら
われてきているように感じる。（やらせ
る→自主的に）

次年度に向けた重点的な改善点
・自主学習ノート等を活用した家庭での学習習慣定着。
・学級力向上プロジェクト等を活用した誰もが楽しいと感じる学級、学校づくりの推進
・学校教育目標に基づいた、新たな校内研究体制の推進
・スマホ・ゲームの時間制限とルールづくり

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った
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「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・基礎的基本的な知
識技能を習得させ
る。

・わかる授業をする
ことにより学習意欲
を向上させ、達成感
を味わわせる。

・情報機器を活用し
た授業に取り組む。

・問題行動に対する
指導体制を充実さ
せる。

・いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応に取り組む。

・児童の体力の向上
を図る。

・食生活に関心を持
ち、健康に生活しよ
うとする児童を育成
する。

B

B

・児童の実態を把握
し、関連機関との連
携を密にとる。

・避難訓練や安全教
育を実施する。

・教育環境の整備を
行う。

・個に応じた支援計
画を立て適切に実
施する。

令和７年度(2025年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立池尻小学校】                                                                                               

教育目標 『すべての子どもを幸せに』～自尊感情を高め、自立してたくましく生きる児童の育成～

重点目標
○家庭学習の習慣を身に付けさせる。
○学級力向上プロジェクトにより、誰もが楽しいと感じる学級づくりに取り組む。
○ICT等を活用しながら、より子どもたちにとって分かりやすく魅力のある授業づくりに取り組む。

施策目標
基本施策

B

B

A
教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実


